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第
五
節
　
　
伊
予
切
の
性
格  

―
粘
葉
本
と
の
関
係
を
中
心
に
―

一

平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
、
堀
部
正
二
氏
は
主
に
本
文
の
近
似
関
係
か
ら
「
⑴
・
⑵
・
⑶
」
に
分
類
さ
れ

た
）
1
（

。
一
方
、
久
曽
神
昇
氏
は
、
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
「
甲
類
・
乙
類
」
に
大
別
さ
れ
た
）
2
（

。

堀
部
氏
「
⑴
」・
久
曽
神
氏
「
乙
類
」
に
は
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
、
堀
部
氏
「
⑵
」・
久
曽
神
氏
「
甲
類
」
に
は
雲
紙
本
・
関

戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
両
氏
の
所
論
は
一
致
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
そ
の
う
ち
の
伊
予
切
の
性
格
、
及
び
諸
伝
本
間
に
お
け
る
伊
予
切
の
位
置
に
つ
い
て
、
主
に
、
粘
葉
本
と
の
関
係
を
中
心
に
考
察

を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
の
経
緯
、
目
的
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

従
来
、『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
の
う
ち
、
文
学
研
究
上
、
最
善
本
と
さ
れ
て
い
る
の
は
粘
葉
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
本
文
は
独
特
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
こ
に
は
誤
写
と
思
し
き
箇
所
も
存
す
る
。

か
つ
て
、
山
田
孝
雄
氏
は
、
粘
葉
本
を
「
最
も
信
憑
す
る
に
足
る
も
の
」
と
さ
れ
、「
こ
れ
を
訂
す
る
が
為
に
用
ゐ
し
も
の
は
所
謂
伊
豫
切
と
称

せ
ら
る
る
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
3
（

。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
伊
予
切
巻
下
に
つ
い
て
は
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
お
け
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
底
本
に
は
粘
葉
本
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
解
題
で
は
「
最
善
本
と
目
さ
れ
て
い
る
が
、

誤
字
や
脱
字
も
存
す
る
の
で
、
他
の
諸
本
お
よ
び
出
典
に
よ
っ
て
改
め
た
）
4
（

」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
お
け
る
基
準
に
つ
い
て
そ
れ
以
上
の

記
述
は
な
く
、「
諸
本
」
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
翻
字
内
容
に
は
同
書
の
「
凡
例
」
で
示
さ
れ
た
事
項
と
齟
齬
す
る
か
と
思
し
き

点
が
あ
る
）
5
（

。



146

同
書
で
は
、
粘
葉
本
に
お
け
る
「
偶
然
的
な
脱
落
・
衍
字
・
誤
写
）
6
（

」
と
も
断
じ
得
な
い
も
の
に
も
校
訂
・
補
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
粘
葉

本
の
原
姿
が
掴
め
な
い
。
そ
れ
ら
の
個
々
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
試
み
は
基
礎
研
究
と
し
て
重
要
な
課
題
と
い
え
る
。
そ
の
際
、

本
文
・
書
風
等
に
お
い
て
粘
葉
本
に
「
極
め
て
相
近
い
）
7
（

」
と
さ
れ
る
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
と
の
校
合
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
学
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
四
本
の
関
係
、
及
び
諸
伝
本
間
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
不
明
瞭
な
点
が
存
し
、
ま
た
、
伊
予

切
に
関
す
る
調
査
の
範
囲
も
全
容
に
は
及
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
）
8
（

。

『
日
本
名
跡
叢
刊
』
で
は
、
伊
予
切
「
第
三
種
」
に
つ
い
て
は
田
中
親
美
氏
の
「
透
き
写
し
」
に
因
る
も
の
が
掲
載
さ
れ
、「
上
下
巻
の
復
元
」
が

な
さ
れ
た
。「
透
き
写
し
」
と
は
い
え
、
同
書
に
よ
り
伊
予
切
の
本
文
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

本
節
で
は
伊
予
切
に
関
す
る
調
査
は
同
書
に
拠
る
も
の
と
し
、
本
文
に
つ
い
て
は
本
書
（
前
節
）
中
、
言
及
し
得
な
か
っ
た
部
分
を
主
に
取
り

上
げ
、
そ
の
補
完
を
試
み
る
。

二

ま
ず
、
詩
歌
句
の
有
無
に
関
す
る
考
察
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

調
査
し
得
た
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
詩
歌
句
を
集
成
し
、
そ
の
中
か
ら
い
ず
れ
か
の
伝
本
に
存
し
な
い
詩
歌
句
を
挙
げ
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
（
断
簡
等
、
切
り
取
ら
れ
た
も
の
、
及
び
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
）。

17
・
42
・
82
・
90
・
91
・
92
の
次
）
9
（

・
107
・
109
・
115
・
120
・
178
・
194
・
215
・
225
・
237
・
246
・
249
・
257
・
268
・
271
・
313
・
321
・
322
・
323
の
次
・
330
・

337
・
344
の
次
・
347
・
348
・
354
・
363
・
369
・
376
の
次
・
380
・
407
・
422
の
次
・
434
・
434
の
次
・
449
・
459
・
468
・
472
・
476
・
482
・
489
・
507
・
518
・
534
・

535
・
542
・
547
・
549
・
551
・
556
・
561
・
564
・
584
・
596
・
598
・
601
・
603
・
615
・
617
・
618
・
621
・
629
・
636
・
652
の
次
・
657
・
663
・
677
・
678
・
684
・
699
・

701
・
703
・
712
・
714
・
729
・
735
の
次
・
736
の
次
・
738
・
739
・
740
・
741
・
742
・
743
・
744
・
745
・
756
・
757
・
760
・
784
・
785
・
796
の
次
・
797
・
803
の
次
・
804

右
の
う
ち
、
脱
落
ま
た
は
追
補
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
、
い
ず
れ
か
の
伝
本
一
本
の
み
が
他
本
と
異
な
る
場
合
を
除
く
（
有
る
場
合
も
無
い
場
合
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も
独
自
事
象
は
除
く
）
と
次
の
ご
と
く
二
六
首
と
な
る
。
詩
歌
番
号
を
挙
げ
、
詩
歌
句
の
有
無
を
「
有
」・「
無
」
と
し
て
示
し
、
諸
伝
本
の
略
号

を
括
弧
内
に
挙
げ
る
。

①
17
有
（
伊
・
粘
・
雲
・
関
・
久
・
唐
2
・
山
・
葦
）

無
（
巻
・
戊
）

②
42
有
（
伊
・
粘
・
巻
・
久
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

③
215
有
（
伊
・
粘
・
久
・
山
・
多
・
戊
）

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

④
268
有
（
伊
・
粘
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

無
（
雲
・
関
・
葦
）

⑤
313
有
（
伊
・
粘
・
雲
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
関
・
巻
・
和
1
）

⑥
321
有
（
伊
・
粘
・
行
大
・
久
・
巻
・
唐
2
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑦
322
有
（
行
大
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
和
1
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
伊
・
粘
）

⑧
354
有
（
伊
・
粘
・
久
・
戊
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
巻
・
葦
）

⑨
380
有
（
伊
・
粘
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）
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無
（
雲
・
関
）

⑩
407
有
（
伊
・
粘
・
雲
・
関
・
法
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
巻
・
太
）

⑪
422
の
次　

有
（
益
・
山
）

無
（
伊
・
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
下
・
戊
・
葦
）

⑫
434
の
次　

有
（
伊
・
太
・
大
内
・
山
）
10
（

）

無
（
粘
・
雲
・
関
・
久
）
11
（

・
巻
・
戊
・
葦
）

⑬
434
有
（
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
伊
・
太
・
大
内
）

⑭
449
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
巻
・
太
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑮
534
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
巻
・
太
・
下
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
戊
・
葦
）

⑯
535
有
（
伊
・
粘
・
近
・
法
・
関
・
久
・
太
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
巻
）

⑰
564
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

⑱
603
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
大
内
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
巻
・
戊
・
葦
）
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⑲
617
有
（
伊
・
粘
・
法
・
雲
・
関
・
久
・
唐
1
・
下
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
安
・
巻
）

⑳
621
有
（
伊
・
粘
・
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
安
・
巻
）

㉑
652
の
次 
有
（
安
・
巻
・
定
大
）

無
（
伊
・
粘
・
近
・
雲
・
関
・
久
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

㉒
712
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

㉓
714
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
安
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

㉔
729
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

㉕
784
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
雲
・
関
）

㉖
797
有
（
伊
・
粘
・
近
・
久
・
益
・
山
）

無
（
雲
・
関
・
安
・
巻
・
太
・
戊
・
葦
）

伊
予
切
・
粘
葉
本
は
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
二
首
を
有
し
、
そ
の
詩
歌
句
数
は
平
安
時
代
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
の
う
ち
、
最
も
多
い
。
右
に
掲
げ
た

二
六
首
の
う
ち
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
両
本
に
無
い
の
は
⑦
の
通
り
、
わ
ず
か
一
首
（
322
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
両
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

二
本
間
に
お
け
る
同
事
象
数
に
つ
い
て
、
そ
の
一
致
率
は
諸
伝
本
の
う
ち
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
が
最
も
高
い
。
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一
方
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
は
四
首
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
首
は
前
掲
⑫
・
⑬
で
あ
り
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
、
伊
予

切
・
粘
葉
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
象
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
601
は
粘
葉
本
が
有
し
、「
796
の
次
」
は
伊
予
切
が
有
す
る
。

■
601 

こ
く
ら
く
は
ゝ
る
け
き
ほ
と
ゝ
き
ゝ
し
か
と
つ
と
め
て
い
た
る
と
こ
ろ
な
り
け
り

有
（
粘
・
雲
・
関
・
近
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
伊
）

■
796
の
次 

よ
の
な
か
は
ゆ
め
か
う
つ
ゝ
か
う
つ
ゝ
と
も
ゆ
め
と
も
し
ら
す
あ
り
て
な
け
れ
は

有
（
伊
・
雲
・
関
・
近
・
法
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

無
（
粘
）

久
曽
神
氏
は
、
右
掲
601
・「
796
の
次
」、
及
び
、
322
（
前
掲
⑦
）
の
う
ち
、
無
い
の
は
い
ず
れ
も
両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
「
誤
脱
」
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

322
（
前
掲
⑦
）
に
つ
い
て
は
、「
八
百
首
の
う
ち
で
僅
か
に
一
首
ま
た
は
二
首
の
誤
脱
で
あ
る
こ
と
を
思
う
に
、
両
本
が
た
ま
た
ま
一
致
す
る
と
い

う
こ
と
は
考
え
に
く
く
」、「
原
本
に
は
存
し
な
が
ら
、
粘
葉
本
、
伊
予
切
の
祖
本
に
お
い
て
、
す
で
に
脱
し
て
い
た
と
、
し
ば
ら
く
推
定
し
て
お

く
」
と
述
べ
ら
れ
た
）
12
（

。

そ
れ
に
対
し
て
、
野
沢
千
佳
子
氏
は
別
の
見
解
を
示
さ
れ
た
）
13
（

。

関
戸
本
に
は
321
・
797
の
二
首
が
無
く
（
前
掲
⑥
・
㉖
）、
粘
葉
本
に
は
322
（
前
掲
⑦
）・「
796
の
次
」
の
二
首
が
無
い
。
野
沢
氏
は
321
と
322
、
及
び
、

「
796
の
次
」
と
797
と
が
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
、
そ
の
二
か
所
に
つ
い
て
、「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
編
集
過
程
に
お
け
る
ゆ
れ
を
そ

の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
」
と
推
測
さ
れ
、「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
成
立
に
か
か
わ
る
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
「
編
集
」
の
主
体
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
野
沢
氏
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
書
写
者
で
は
な
く
、
撰
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
796
の
次
」
に
つ
い
て
は
、
粘
葉
本
と
同
類
と
さ
れ
る

伊
予
切
・
近
衛
本
に
は
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
粘
葉
本
の
脱
漏
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
野
沢
氏
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

な
か
っ
た
。



151　 第二章　第五節

ま
た
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
両
本
に
無
い
の
は
一
八
首
（
前
掲
②
・
③
・
④
・
⑥
・
⑧
・
⑨
・
⑪
・
⑫
・
⑭
・
⑮
・
⑰
・
⑱
・
㉑
・
㉒
・
㉓
・
㉔
・

㉕
・
㉖
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
両
本
に
揃
っ
て
存
し
な
い
詩
句
が
322
の
わ
ず
か
一
首
（
前
掲
⑦
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
そ
の
推
論
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
傍
証
と
な
り
得
る
と
思
し
き
事
例
に
は
、以
下
述
べ
る
通
り
、
321
（
詩
句
）
の
下
方
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
作
者
名
の
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

伊
予
切
・
粘
葉
本
に
お
け
る
321
の
下
方
に
は
「
菅
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
321
は
『
田
氏
家
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、「
菅
」
と
あ
る

べ
き
は
（
321
で
は
な
く
）
そ
の
次
に
位
置
す
る
322
で
あ
る
。
両
詩
句
（
321
・
322
）
に
は
、
同
一
文
字
（「
碧
」・「
書
」・「
青
」・「
紙
」
）
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
内
容
的
に
も
同
趣
の
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
書
写
者
に
因
る
目
移
り
が
関
係
し
、
321
の
詩
句
が
書
さ
れ
た
後
、
そ
の
下
方
に
、
誤
っ
て

322
の
作
者
名
「
菅
」
が
注
さ
れ
た
（
322
の
詩
句
は
書
き
落
と
さ
れ
た
）
可
能
性
が
あ
る
。

伊
予
切
・
粘
葉
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
無
い
場
合
は
322
（
前
掲
⑦
）
を
含
め
て
二
首
の
み
で
あ
り
、「
後
人
の
加
筆
）
14
（

」
と
さ
れ
る
詩
歌
句
を
除
く
と
、

他
の
諸
伝
本
に
比
し
て
両
本
の
脱
し
て
い
る
詩
歌
句
数
は
少
な
い
。
両
本
が
有
す
る
詩
歌
句
数
の
多
さ
か
ら
、久
曽
神
氏
が
述
べ
ら
れ
た
ご
と
く
、

322
は
両
本
に
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
原
本
に
は
存
し
」
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、伊
予
切
と
粘
葉
本
と
の
間
に
見
ら
れ
る
相
違
の
う
ち
、両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
象
を
除
い
た
二
首
（
前
掲
⑫
・
⑬
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
433
の
次
」（
前
掲
⑬
）
は
先
学
に
よ
り
「
恐
ら
く
公
任
原
撰
本
に
は
存
し
な
か
っ
た
も
の
）
15
（

」
で
あ
り
、「
後
人
の
加
筆
に
し
て
、
し
か
も
尊
圓
親
王

以
後
の
し
わ
ざ
な
る
べ
き
な
り
）
16
（

」
と
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
。
山
城
切
を
除
く
と
、
434
（
前
掲
⑫
）
を
有
す
る
伝
本
に
は
「
433
の
次
」（
前
掲
⑬
）
が
無

く
、
434
（
前
掲
⑫
）
が
無
い
伝
本
は
「
433
の
次
」（
前
掲
⑬
）
を
有
す
る
。
山
城
切
が
そ
の
二
首
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
山
城
切
の
「
後

世
的
特
徴
）
17
（

」
と
考
え
得
る
。
し
か
し
、
伊
予
切
「
第
一
種
」
は
書
の
研
究
者
の
間
で
十
一
世
紀
中
葉
の
書
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
山
田
孝
雄
氏
の

所
説
を
前
提
と
す
る
と
、
も
と
は
そ
れ
と
一
連
で
あ
っ
た
は
ず
の
伊
予
切
「
第
三
種
」
の
中
に
「
433
の
次
」
が
存
す
る
と
い
う
点
は
不
可
解
な
こ
と

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

伊
予
切
と
の
関
係
に
お
い
て
、
一
致
率
が
高
い
の
は
近
衛
本
も
挙
げ
ら
れ
る
。



152

前
掲
①
〜
㉖
の
う
ち
、
近
衛
本
の
現
存
箇
所
（
⑭
・
⑮
・
⑯
・
⑰
・
⑱
・
㉑
・
㉒
・
㉓
・
㉔
・
㉕
・
㉖
）
の
全
て
（
一
一
首
）
に
お
い
て
近
衛
本

は
伊
予
切
と
（
粘
葉
本
と
も
）
一
致
し
て
い
た
。

近
衛
本
に
つ
い
て
は
零
本
二
巻
・
断
簡
四
葉
、
合
計
三
四
一
首
を
調
査
し
得
た
が
、
対
照
し
得
る
五
五
首
の
う
ち
、
伊
予
切
と
の
相
違
は
四
首

の
み
で
あ
っ
た
。
う
ち
、
一
首
は
伊
予
切
の
独
自
事
象
（
前
掲
601
）
で
あ
り
、
残
り
の
三
首
に
つ
い
て
は
本
書
（
前
節
）
中
、
既
述
し
た
通
り
、
近

衛
本
の
脱
漏
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
排
列
に
つ
い
て
述
べ
る
。

平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
間
に
み
ら
れ
る
排
列
の
異
同
箇
所
は
三
三
か
所
で
あ
る
。
前
項
と
同
様
に
、「
他
本
が
同
排
列
で
あ
る
の

に
対
し
て
一
本
の
み
が
他
本
の
排
列
と
異
な
る
場
合
」
を
除
外
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
詩
歌
番
号
を
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内

に
示
す
。

①
110
・
111
（
伊
・
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
）

111
・
110
（
唐
2
・
葦
）

②
133
〜
143
﹇
巻
上
・
春
部
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」﹈（
伊
・
粘
）

137
〜
143
・
133
〜
136
﹇
巻
上
・
春
部
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」﹈（
雲
・
関
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

③
201
・
202
（
伊
・
粘
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

202
・
201
（
雲
・
関
）

④
272
・
273
（
伊
・
粘
・
多
）

273
・
272
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
唐
2
・
山
・
戊
・
葦
）

⑤
308
・
309
（
伊
・
粘
）

309
・
308
（
雲
・
関
・
久
・
山
・
戊
・
葦
）
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308
無
・
309
（
巻
）

⑥
312
・
313
（
伊
・
粘
・
久
・
山
・
戊
）

313
・
312
（
雲
・
葦
）

312
・
313
無
（
関
・
巻
・
和
1
）

右
に
掲
げ
た
事
例
の
全
て
に
お
い
て
伊
予
切
は
粘
葉
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
②
で
は
、
巻
上
・
春
部
（
巻
末
）
の
三
詩
歌
群
が
、

諸
伝
本
で
は
「
躑
躅
」・「
款
冬
」・「
藤
」
の
順
）
18
（

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
で
は
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
で
あ
り
、
ま
た
、
⑤
に

つ
い
て
も
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
二
本
の
み
に
存
す
る
事
象
で
あ
る
。
な
お
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
と
雲
紙
本
・
関
戸
本
と
が
①
を
除
く
五
項
目
に
お

い
て
相
違
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

前
項
（「
詩
歌
句
の
有
無
」
）
の
場
合
と
同
様
に
排
列
に
つ
い
て
も
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
の
一
致
率
は
い
ず
れ
の
二
本
間
に
お
け
る
数
値
よ
り
も

高
い
。
こ
の
両
本
が
相
違
す
る
の
は
わ
ず
か
二
か
所
の
み
で
あ
り
、
そ
の
排
列
は
次
の
通
り
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
象
で
あ
っ

た
。
異
同
箇
所
を
挙
げ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内
に
示
す
。

■
196
・
195
（
伊
）

195
・
196
（
粘
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
下
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

■
367
・
368
（
粘
）

368
・
367
（
伊
・
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

同
類
と
さ
れ
る
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
に
つ
い
て
も
、対
照
箇
所
数
は
少
な
い
も
の
の
、
そ
の
全
て
（
近
衛
本
は
一
九
か
所
、法
輪
寺
切
は
一
箇
所
）

に
お
い
て
伊
予
切
・
粘
葉
本
と
同
排
列
で
あ
っ
た
。

以
上
、
詩
歌
句
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
が
相
違
す
る
の
は
四
首
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
首
は
両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独

自
事
象
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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排
列
に
つ
い
て
も
両
本
の
相
違
箇
所
（
わ
ず
か
二
か
所
の
み
）
は
両
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
象
で
あ
っ
た
。

形
態
的
な
面
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
は
諸
伝
本
中
、
最
も
近
い
関
係
に
あ
り
、
近
衛
本
に
つ
い
て
も
、
諸
伝
本
の
独

自
事
象
（
近
衛
本
の
独
自
事
象
も
含
む
）
を
除
く
と
伊
予
切
・
粘
葉
本
と
の
相
違
箇
所
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
三
本
は
同
類
で
あ
り
、
か
つ
、
雲

紙
本
・
関
戸
本
と
は
別
の
類
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
本
間
に
お
け
る
同
事
象
数
に
つ
い
て
、
諸
伝
本
の
う
ち
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
が
最
も
高
い
一
致
率
で
あ
る
と
い
う
点
に
加
え
、
こ

の
両
本
に
の
み
見
ら
れ
る
事
象
が
三
か
所
も
あ
る
と
い
う
事
実
（
Ａ
．
322
が
無
い
と
い
う
こ
と
、排
列
の
面
に
お
い
て
、
Ｂ
．
巻
上
・
春
部
（
巻
末
）

の
三
詩
歌
群
が
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
の
順
で
あ
る
こ
と
、
Ｃ
．
308
・
309
の
順
で
あ
る
こ
と
）
も
注
目
さ
れ
た
。

一
方
、
伊
予
切
に
は
434
が
無
く
、
そ
の
位
置
に
「
433
の
次
」
が
存
し
て
い
た
。
前
述
し
た
書
写
年
代
の
こ
と
に
加
え
、
両
本
の
関
係
が
極
め
て

近
い
（
有
無
に
お
け
る
両
本
間
に
見
ら
れ
る
違
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
事
象
を
除
く
と
そ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
）
と
い
う
事
実
に
照
ら
し
、
伊
予

切
が
「
433
の
次
」
を
有
し
て
い
る
点
は
前
述
し
た
通
り
、
不
可
解
に
思
わ
れ
る
。
山
田
孝
雄
氏
の
説
が
確
か
で
あ
る
な
ら
ば
、
伊
予
切
「
第
三
種
」

の
書
写
年
代
は
十
一
世
紀
中
葉
で
は
符
号
し
な
い
。
そ
れ
よ
り
下
る
と
い
っ
た
事
情
（
た
と
え
ば
、「
後
世
の
書
き
た
し
」
に
因
る
等
）
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
伊
予
切
の
書
に
は
既
述
し
た
通
り
諸
説
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
解
明
し
得
な
い
こ
と
が
疑
問
点

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
）
19
（

。

三

個
々
の
本
文
を
考
察
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

和
歌
は
一
句
、
漢
詩
は
一
文
字
を
単
位
と
し
て
異
同
調
査
を
全
本
文
に
亘
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
際
、
異
体
字
・
略
字
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
和

歌
で
は
漢
字
と
仮
名
と
の
違
い
、
仮
名
遣
い
の
違
い
等
に
つ
い
て
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
後
人
に
よ
る
改
竄
か
と
思
し
き

文
字
、
剥
落
等
の
た
め
判
読
不
可
能
な
文
字
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
な
い
文
字
等
に
つ
い
て
は
原
則
、
対
象
外
と
し
た
。
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そ
の
結
果
が
次
の
【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】
で
あ
り
、
斜
線
の
左
は
和
歌
、
右
は
漢
詩
を
示
し
、
上
と
右
に
記
し
た
略
号
の
結
ば
れ

た
欄
を
そ
れ
ぞ
れ
三
段
に
分
け
、
上
段
に
は
そ
の
二
本
間
に
お
け
る
対
照
箇
所
数
を
、
中
段
に
は
同
文
箇
所
数
を
、
下
段
に
は
そ
の
対
照
箇
所
数

に
対
す
る
同
文
箇
所
数
の
割
合
を
％
で
表
し
た
。

同
表
に
拠
る
と
、
伊
予
切
と
諸
伝
本
と
の
関
係
は
、
同
文
率
の
高
い
順
に
、
和
歌
で
は
、
粘
葉
本
（
九
四
．
〇
％
）、
法
輪
寺
切
（
九
一
．
七
％
）、

近
衛
本
（
八
九
．
五
％
）、
漢
詩
で
は
、
法
輪
寺
切
（
九
八
．
〇
％
）、
粘
葉
本
（
九
六
．
一
％
）、
近
衛
本
（
九
三
．
二
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
か
ら
概
ね
伊
予
切
は
粘
葉
本
・
法
輪
寺
切
・
近
衛
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
対
照
箇
所
数
の
少
な
い
法
輪
寺
切

を
除
く
と
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
の
一
致
率
が
最
も
高
く
、
両
本
は
諸
伝
本
中
、
最
も
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

諸
伝
本
間
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
際
、
他
本
に
対
し
て
伊
予
切
・
粘
葉
本
・
法
輪
寺
切
・
近
衛
本
が
同
文
を
有
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
間
に
異

同
が
な
い
ケ
ー
ス
は
次
の
ご
と
く
分
類
さ
れ
る
（
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
散
逸
等
の
部
分
も
調
査
の
対
象
と
し
た
）。

1
．
伊
予
切
・
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
四
本
の
み
が
同
文
で
あ
る
ケ
ー
ス

2
．
伊
予
切
・
粘
葉
本
・
近
衛
本
の
三
本
の
み
が
同
文
で
あ
る
ケ
ー
ス

3
．
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
二
本
の
み
が
同
文
で
あ
る
ケ
ー
ス
（
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
、
散
逸
等
の
部
分
に
限
る
。）

右
掲
1
．・
2
．
に
つ
い
て
は
本
書
（
前
節
）
中
、
既
述
し
た
。
他
文
献
に
見
当
た
ら
な
い
本
文
を
、
そ
の
一
類
は
共
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
、

調
査
の
対
象
を
近
衛
本
の
現
存
箇
所
に
限
定
し
た
た
め
、
右
掲
3
．
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
以
下
、
そ
の
事
例
を
全
て
挙

げ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
当
該
箇
所
の
み
を
載
せ
る
が
、
ま
ず
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
本
文
を
載
せ
、
次
に
異
同
を
載
せ
、
諸
伝
本
の
略
号
を
括
弧
内

に
示
す
。

①
36
は
る
た
ゝ
は
（
伊
・
粘
）

あ
す
か
ら
は
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）
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【
諸
伝
本
間
の
本
文
異
同
調
査
表
】

葦手本 戊辰切 山城切 巻子本 久松切 伊予切 法輪寺切 近衛本 粘葉本 関戸本 雲紙本 歌 詩
283 279 278 282 277 283 36 103 281 284 雲紙本
201 184 192 212 208 191 26 67 184 265
71 65.9 69.1 75.2 75.1 67.5 72.2 65 65.5 93.3 ％
283 279 278 282 277 283 36 103 281 759 関戸本
202 182 197 211 205 189 28 65 182 705
71.4 65.2 71 74.8 74 66.8 77.8 63.1 64.8 92.9 ％
280 276 277 279 276 283 34 103 827 763 粘葉本
184 179 148 183 220 266 33 94 585 559
65.7 64.9 53.4 65.6 79.7 94.0 97.1 91.3 70.7 73.3 ％
102 103 101 103 105 105 32 459 450 414 近衛本
69 72 60 60 86 94.0 31 432 315 313

67.6 69.9 59.4 58.3 81.9 89.5 96.9 94.1 70 75.6 ％
36 36 35 36 36 36 131 152 149 146 法輪寺切
27 24 21 24 29 33 121 146 109 112
75 66.7 60 66.7 80.6 91.7 92.4 96.1 73.2 76.7 ％
282 278 279 281 278 152 459 842 827 763 伊予切
192 183 155 194 227 149 428 809 583 559
68.1 65.8 55.6 69 81.7 98.0 93.2 96.1 70.5 73.3 ％
276 272 273 275 835 151 459 835 822 754 久松切
208 193 175 201 686 125 379 699 585 556
75.4 71 64.1 73.1 82.2 82.8 82.6 83.7 71.2 73.7 ％
281 277 276 825 830 147 452 830 817 751 巻子本
200 187 170 526 530 86 285 532 455 430
71.2 67.5 61.6 63.8 63.9 58.5 63.1 64.1 55.7 57.3 ％
277 273 809 814 819 151 444 819 806 738 山城切
168 156 508 657 653 121 344 656 603 565
60.6 57.1 62.8 80.7 79.7 80.1 77.5 80.1 74.8 76.6 ％
278 813 824 829 834 149 458 834 823 755 戊辰切
205 669 561 696 714 122 388 716 609 583
73.7 82.3 68.1 84 85.6 81.9 84.7 85.9 74 77.2 ％

813 796 807 812 817 145 439 817 807 740 葦手本
682 598 515 625 631 121 350 633 561 534
83.9 75.1 63.8 77 77.2 83.4 79.7 77.5 69.5 72.2 ％
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②
56
け
ふ
と
の
み
（
伊
・
粘
）

け
ふ
の
み
と
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
大
内
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

③
58
を
し
く
も
あ
る
か
な
（
伊
・
粘
）

を
し
き
は
る
か
な
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

④
79
ゝ
や
た
ち
に
け
り
（
伊
・
粘
）

た
な
ひ
き
に
け
り
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
大
内
・
山
・
葦
）

⑤
80
晴
（
伊
・
粘
）

暗
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
大
内
・
山
・
葦
）

⑥
97
芳
（
伊
・
粘
）

芬
（
雲
・
関
・
久
・
唐
2
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑦
98
計
（
伊
・
粘
）

辨
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑧
121
織
（
伊
・
粘
）

識
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑨
142
い
ま
や
ち
る
ら
ん
（
伊
・
粘
）

い
ま
や
さ
く
ら
む
（
雲
・
関
・
巻
）
20
（

・
益
・
山
・
戊
・
葦
・
伊
和
）

⑩
166
か
よ
ふ
な
れ
（
伊
・
粘
）

か
よ
ふ
ら
し
（
雲
・
関
・
久
・
行
金
・
巻
・
益
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑪
175
漠
（
伊
・
粘
）
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寞
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑫
190
く
さ
ふ
か
く
（
伊
・
粘
）

く
さ
ふ
か
き
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
大
内
・
山
・
戊
・
葦
）

⑬
202
く
も
は
れ
て
（
伊
・
粘
）

き
り
は
れ
て
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑭
207
あ
き
の
は
し
め
に
（
伊
・
粘
）

あ
き
の
は
し
め
を
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
多
・
山
・
戊
・
葦
）

あ
き
の
は
し
め
とヲ

（
下
）

⑮
207
な
り
ぬ
と
お
も
へ
は
（
伊
・
粘
）

け
ふ
そ
と
お
も
へ
は
（
雲
・
関
・
巻
・
山
・
葦
）

今
日
と
お
も
へ
は
（
久
・
戊
・
多
）

け
ふソ

をト

お
も
へ
は
（
下
）

⑯
213
更
（
伊
・
粘
）

夜
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑰
214
鬟
（
伊
・
粘
）

髻
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
多
・
戊
・
葦
）

⑱
327
中
（
伊
・
粘
）

裏
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
山
・
戊
・
葦
）

⑲
341
緩
（
伊
・
粘
）
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暖晩
（
雲
）
21
（

）

暖
（
関
・
久
・
巻
・
葦
）

暗
（
山
・
行
金
）

晩
（
下
・
戊
）

⑳
381
め
つ
ら
し
と
み
る
（
伊
・
粘
）

め
つ
ら
し
く
み
る
（
雲
・
関
・
久
・
巻
・
戊
・
葦
）

め
つ
ら
し
く
み
ゆ
る
（
山
）

㉑
785
任
（
伊
・
粘
）

枉
（
雲
・
関
・
久
・
安
・
巻
・
太
・
益
・
山
・
戊
・
葦
）

右
の
う
ち
、
⑭
・
⑮
・
⑲
・
⑳
を
除
く
一
八
か
所
に
お
い
て
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
に
対
す
る
諸
伝
本
の
本
文
が
同
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

ま
た
、
一
四
か
所
（
②
・
④
・
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑩
・
⑫
・
⑬
・
⑯
・
⑱
・
⑲
・
㉑
）
に
お
い
て
、
他
の
文
献
に
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
本

文
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
誤
写
と
思
し
き
本
文
も
含
ま
れ
る
も
の
の
、
前
節
中
、
指
摘
し
た
通
り
）
22
（

（
前
掲
1
．
・
2
．
の
場
合
同
様
）、
特

有
の
本
文
を
両
本
は
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
）
23
（

。

一
方
、
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
散
逸
等
の
部
分
も
含
め
、
そ
の
一
類
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
「
Ａ
．」
〜
「
Ｆ
．」
に
分

け
ら
れ
る
。

Ａ
．
そ
の
一
類
の
う
ち
、
近
衛
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
。

Ｂ
．
そ
の
一
類
の
う
ち
、
粘
葉
本
の
み
が
異
文
で
あ
る
（
近
衛
本
の
散
逸
等
の
部
分
は
除
外
）。

Ｃ
．
そ
の
一
類
の
う
ち
、
伊
予
切
の
み
が
異
文
で
あ
る
（
近
衛
本
の
散
逸
等
の
部
分
は
除
外
）。

Ｄ
．
近
衛
本
・
粘
葉
本
と
伊
予
切
・
法
輪
寺
切
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
。
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前
項
同
様
、
近
衛
本
の
現
存
箇
所
（
右
掲
「
Ａ
．」
〜
「
Ｅ
．」
）
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
は
既
に
前
節
中
、
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
）
24
（

。
よ
っ
て
、
今

回
は
、
右
掲
「
Ｆ
．」
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
Ｆ
．」
に
お
け
る
当
該
箇
所
で
は
、
①
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
う
ち
の
い

ず
れ
か
一
方
が
諸
伝
本
中
、
独
自
の
本
文
を
有
す
る
（
伊
予
切
一
〇
か
所
、
粘
葉
本
七
か
所
）、
②
両
本
そ
れ
ぞ
れ
が
同
一
箇
所
に
お
い
て
諸
伝

本
中
、
独
自
の
本
文
を
有
す
る
（
伊
予
切
二
か
所
、
粘
葉
本
二
か
所
）、
③
そ
の
他
（
伊
予
切
一
二
か
所
、
粘
葉
本
一
二
か
所
）
に
分
類
さ
れ
る
。

ま
ず
、
①
・
②
の
実
態
を
調
査
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
伊
予
切
で
は
当
該
本
文
の
殆
ど
が
、
ま
た
、
粘
葉
本
で
は
そ
の
半
数
程
に
お
い

て
、
ア
．「
両
本
間
に
お
い
て
、
漢
字
一
文
字
中
、
あ
る
一
部
分
が
共
通
し
て
い
た
り
、
文
字
が
崩
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
字
形
が
類
似
し
て
い
た

り
す
る
）
25
（

」、
イ
．「
衍
字
を
有
し
て
い
る
）
26
（

」、
ウ
．「
脱
字
か
と
思
し
い
）
27
（

」事
例
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
該
当
し
な
い
の
は
、

伊
予
切
で
は
三
か
所
（
111
「
い
り
に
け
る
か
な
」・
153
「
お
も
は
さ
る
ら
ん
」・
316
「
に
し
き
な
り
け
る
」
）、粘
葉
本
で
は
五
か
所
（
70
「
宿
」・
204
「
悴
」・

93
「
ね
こ
し
に
う
ゑ
し
」・
111
「
な
り
に
け
る
か
な
」・
293
「
あ
さ
き
り
の
」
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
）
28
（

、
そ
れ
ら
の
う
ち
、誤
写
と
も
言
い
難
い
の
は
111
「
い

り
に
け
る
か
な
」・「
な
り
に
け
る
か
な
」、
293
「
あ
さ
き
り
の
」
の
三
か
所
の
み
か
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
①
・
②
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
伊
予
切
の
方
に
杜
撰
な
印
象
を
受
け
る
。
が
、
③
そ
の
他
（
伊
予
切 

一
二
か
所
、
粘
葉
本 

一
二
か
所
）

に
拠
る
と
そ
の
よ
う
で
も
な
い
こ
と
が
判
る
。

以
下
、
そ
の
事
例
を
挙
げ
る
。
当
該
本
文
を
有
す
る
伝
本
が
多
数
派
で
あ
る
場
合
は
「
諸
伝
本
」
と
し
、
そ
の
他
の
伝
本
名
は
略
称
で
示
す
。

ま
ず
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
128
「
𨷻
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
闌
」（
粘
葉
本
・
久
松
切
）
29
（

）、
159
「
消
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
銷
」（
粘
葉
本
・

諸
伝
本
）、
210
「
晩
」（
伊
予
切
・
戊
辰
切
）・「
暁
」（
粘
葉
本
・
諸
伝
本
）、
233
「
睡
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
眠
」（
粘
葉
本
・
久
松
切
）、
308
「
秋
」

（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
愁
」（
粘
葉
本
・
関
戸
本
）、
310
「
鴣
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
胡
」（
粘
葉
本
・
葦
手
本
）、
417
「
孤
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・

Ｅ
．
そ
の
一
類
の
う
ち
、
法
輪
寺
切
の
み
が
異
文
で
あ
る
。

Ｆ
．近
衛
本
・
法
輪
寺
切
の
散
逸
等
の
部
分
に
お
い
て
、伊
予
切
と
粘
葉
本
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
（
右
掲
「
Ｂ
．」・「
Ｃ
．」
の
ケ
ー
ス
は
除
外
）。
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「
胡
」（
粘
葉
本
・
諸
伝
本
）、
530
「
風
」（
伊
予
切
・
諸
伝
本
）・「
聲
」（
粘
葉
本
・
太
田
切
・
久
松
切
）、
785
「
娘
」（
伊
予
切
・
関
戸
本
）
30
（

）・「
郎
」（
粘

葉
本
・
諸
伝
本
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
210
に
つ
い
て
は
句
意
か
ら
「
晩
」
と
あ
る
べ
き
で
）
31
（

、
粘
葉
本
の
誤
写
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
233
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も

柿
村
重
松
氏
は
粘
葉
本
「
眠
」
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
と
指
摘
さ
れ
、
伊
予
切
「
睡
」
を
採
ら
れ
た
）
32
（

。
308
に
つ
い
て
も
『
日
本
古
典
文
学
大
系
）
33
（

』・『
新

潮
日
本
古
典
集
成
）
34
（

』
等
で
は
伊
予
切
「
秋
」
が
採
ら
れ
て
お
り
、
310
も
伊
予
切
「
鴣
」
が
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
417
に
つ
い
て
、
伊
予
切

「
孤
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
530
に
お
い
て
も
伊
予
切
「
風
」
が
「
原
作
通
り
」
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
）
35
（

。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
両
本
の
事
例
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
多
く
が
前
項
中
、
指
摘
し
た
「
ァ
．『
両
本
間
に
お
い
て
、
漢
字
一
文
字
中
、
あ
る
一

部
分
が
共
通
し
て
い
た
り
、
文
字
が
崩
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
字
形
が
類
似
し
て
い
た
り
す
る
）
36
（

』」
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

次
に
、
③
そ
の
他
（
伊
予
切 
一
二
か
所
、
粘
葉
本 

一
二
か
所
）
の
う
ち
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
三
か
所
（
25
「
け
ふ
は
く
ら
し
つ
」〈
伊
予
切
・

諸
伝
本
〉・「
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」〈
粘
葉
本
・
戊
辰
切
〉・
今
日
を
く
ら
し
つ
〈
唐
紙
切
2
・
葦
手
本
〉、
132
「
こ
の
こ
ろ
は
か
り
」〈
伊
予
切
・
諸
伝

本
〉・「
こ
の
は
る
は
か
り
」〈
粘
葉
本
・
戊
辰
切
〉・「
こ
の
はコ

るロ

は
か
り
」〈
下
絵
切
〉、
143
「
や
へ
や
ま
ふ
き
の
」〈
伊
予
切
・
益
田
本
〉・「
や
へ
山

吹
は
」〈
粘
葉
本
・
諸
伝
本
〉）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
、
伊
予
切
は
、
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
と
多
く
の
同
文
箇
所
を
有
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
粘
葉
本
と
の
間
に
は
両
本
特
有
の
本

文
も
認
め
ら
れ
、
両
本
の
関
係
は
近
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
両
本
間
に
お
け
る
異
同
箇
所
の
多
く
が
両
本
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
方
が
少
数
派

か
、
も
し
く
は
諸
伝
本
中
、
独
自
か
と
い
う
事
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
異
同
箇
所
に
は
（
漢
字
の
）
字
形
の
類
似
が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の

多
く
は
誤
写
に
因
る
と
推
測
す
る
。

四

形
態
・
本
文
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
っ
た
結
果
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
と
は
確
か
に
同
類
で
あ
り
、
ま
た
、
諸
伝
本
中
、
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伊
予
切
と
粘
葉
本
に
の
み
認
め
ら
れ
る
特
異
性
）
37
（

も
看
取
さ
れ
、
両
本
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

一
方
、
両
本
間
に
は
異
同
も
認
め
ら
れ
た
。
個
々
の
本
文
に
お
け
る
異
同
箇
所
の
中
に
は
字
形
の
類
似
が
異
同
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も

の
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。

以
上
の
考
察
結
果
を
基
に
推
し
量
る
と
、
そ
こ
に
は
書
写
者
に
因
る
字
形
の
誤
認
の
結
果
生
じ
た
誤
写
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。伊

予
切
・
粘
葉
本
の
書
写
者
、
も
し
く
は
い
ず
れ
か
一
方
の
伝
本
の
書
写
者
が
字
形
の
一
つ
一
つ
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
と
い
う
事

実
に
つ
い
て
は
既
に
本
書
中
）
38
（

、
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
両
本
が
生
成
さ
れ
た
そ
の
書
写
の
過
程
に
お
い
て
、
実
際
、「
誤
認
」
が
そ
れ
程
な
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
と
書
写
者
が
字
形
の
一
つ
一
つ
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
と
い
う
事
実
と
は
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、「
同
一
人
物
が
同
一
の
和
漢
朗
詠
集
を
数
多
く
書
い
た
」
と
い
う
安
東
聖
空
氏
の
所
論
）
39
（

で
は
整
合
し
な
い
点
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
誤
写
の
多
く
は
、
詩
歌
句
の
内
容
、
及
び
正
確
な
字
形
・
崩
し
方
等
に
つ
い
て
、
書
写
者
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、既
に
述
べ
た
考
察
結
果
）
40
（

を
踏
ま
え
る
と
、両
本
は
別
人
に
因
る
書
写
と
解
す
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
書
（
第
二
章 

第
二
・
三
節
）
に
お
け
る
推
論
と
矛
盾
の
な
い
結
論
に
至
っ
た
。

伊
予
切
と
粘
葉
本
と
が
別
人
の
手
に
な
る
場
合
の
方
が
、
両
本
に
の
み
み
ら
れ
る
特
異
な
事
象
に
つ
い
て
、
一
過
性
の
誤
写
等
で
は
な
く
、
親

本
、
も
し
く
は
祖
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
研
究
上
、
そ
こ
で
は
両
本
が
同
筆
で
あ
る
場
合

よ
り
別
人
の
手
に
な
る
場
合
の
方
が
伊
予
切
の
資
料
と
し
て
の
有
用
性
が
高
ま
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
伊
予
切
と
粘
葉
本
と
が
同
文
で
あ
る
場
合
は
そ
れ
が
両
本
本
来
の
姿
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
っ

て
校
合
が
よ
り
精
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
類
推
の
た
め
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
と
推
測
す
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
お
け
る
粘

葉
本
の
翻
字
内
容
は
そ
れ
に
基
づ
き
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
伊
予
切
「
第
三
種
」
に
つ
い
て
は
「
後
世
の
書
き
足
し
」
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
既
述
し
た
通
り
、
伊
予
切
の
書



163　 第二章　第五節

に
は
複
雑
な
事
情
が
あ
り
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
文
研
究
上
、
そ
の
前
提
に
立
ち
、
適
宜
、
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

注（
1
）
堀
部
正
二
氏
編
著
『
校
異
和
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
56
年  

大
学
堂
書
店
﹈
312
頁

（
2
）
久
曽
神
昇
氏
著
『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』﹇
昭
和
55
年  

ひ
た
く
書
房
﹈
189
頁

（
3
）
山
田
孝
雄
氏
校
訂
『
岩
波
文
庫
676
倭
漢
朗
詠
集
』﹇
昭
和
14
年  

岩
波
書
店
﹈
13
頁

（
4
）『
新
編
国
歌
大
観
』CD

-R
O

M

版 Ver.2

﹇
平
成
15
年  

角
川
書
店
﹈

（
5
）拙
稿
「『
和
漢
朗
詠
集
』情
報
開
示
に
関
す
る
課
題
と
私
案
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要 

人
間
学
部
篇
』第
一
九
号
﹇
令
和
元
年
12
月
﹈）
に
お
い
て
指
摘
し
た
。

（
6
）
前
掲
（
注
4
）
に
同
。

（
7
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
312
頁

（
8
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
（
19
・
20
頁
）。
前
掲
（
注
2
）
に
同
（
190
頁
）。

（
9
）
記
述
中
「
の
次
」
と
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
無
く
、
無
番
号
。
当
該
番
号
の
詩
歌
句
の
次
（
こ
こ
で
は
92
の
次
）
に
位
置
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

表
記
に
よ
り
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
。
以
下
、
同
。

（
10
）「
433
の
次
」
を
伊
予
切
中
の
和
歌
で
示
せ
ば
「
よ
に
ふ
れ
は
こ
と
の
は
し
け
き
く
れ
た
け
の
う
き
ふ
し
こ
と
に
う
く
ひ
す
そ
な
く
」
で
あ
る
。
本
歌
は
山
城

切
で
は
「
434
の
次
」
に
位
置
す
る
。

（
11
）
久
松
切
で
は
行
間
に
別
人
の
手
（
片
仮
名
）
に
よ
り
補
筆
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
前
掲
（
注
2
）
に
同
。
190
頁

（
13
）
野
沢
千
佳
子
氏
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
和
歌
本
文
に
つ
い
て
」（
片
桐
洋
一
氏
編
『
王
朝
の
文
学
と
そ
の
系
譜
』﹇
平
成
3
年  

和
泉
書
院
﹈
所
収
）

（
14
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
14
・
15
頁
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（
15
）
前
掲
（
注
1
）
に
同
。
316
頁

（
16
）
前
掲
（
注
3
）
に
同
。
15
頁

（
17
）
本
書
（
第
三
章 

第
六
節
）
中
、
指
摘
し
た
。

（
18
）
た
だ
し
、
両
本
と
も
に
「
目
録
」（
巻
上
・
下
の
冒
頭
「
首
題
」
の
次
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
「
題
」
の
一
覧
）
で
は
「
躑
躅
」・「
藤
」・「
款
冬
」
の
順
で
あ
る
。

（
19
）
田
中
親
美
氏
は
543
の
前
部
は
伊
予
切
「
第
二
種
」、
後
部
は
「
第
三
種
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
論
拠
は
見
当
た
ら
な
い
（
田
中
氏
の
分

類
の
通
り
、
543
の
後
部
、
及
び
544
が
「
第
三
種
」
に
属
す
る
な
ら
ば
、
同
一
詩
句
（
543
）
の
前
部
と
後
部
の
書
写
者
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。

（
20
）
巻
子
本
、「
今
歟
作
嵐
」。

（
21
）
傍
書
「
晩
」
は
「
鎌
倉
時
代
の
筆
と
思
し
い
」（
前
掲
〈
注
1
〉
に
同
。
21
頁
）。

（
22
）
拙
稿
「
近
衛
本
の
性
格 

―
粘
葉
本
・
伊
予
切
と
の
関
係
を
中
心
に
― 

」（
本
書
〈
第
二
章 

第
四
節
〉
所
収
）

（
23
）
伊
予
切
に
は
傍
書
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
既
述
し
た
通
り
、
本
文
と
同
筆
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
不
明
の
た
め
、
傍
書
を
有
す
る
本
文
は
調
査
の

対
象
外
と
し
た
が
、
89
「
村封イ
」・
120
「
着者
」・
288
「
鳳漢イ
」・
317
「
秋春イ
」
等
の
伊
予
切
の
本
文
（
傍
書
を
除
く
）
は
諸
伝
本
中
、
粘
葉
本
と
の
み
同
文
で
あ
る
。

（
24
）
前
掲
（
注
22
）
に
同
。

（
25
）
伊
予
切
80
「
乗
」・
103
「
池
」・
188
「
銷
」・
282
「
挿
」・
292
「
後
」・
399
「
暮
」、
粘
葉
本
249
「
今
」・
399
「
墓
」。

（
26
）
伊
予
切
165
「
く
さ
む
か
ら
」、
粘
葉
本
278
「
お
く
も
も
の
は
」。

（
27
）
伊
予
切
417
「
師
」
ナ
シ
・
654
「
之
」
ナ
シ
、
粘
葉
本
307
「
園
」
ナ
シ
。

（
28
）当
該
箇
所
に
つ
い
て
出
典
・
他
の
文
献
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
70
『
菅
家
文
草
』「
巣
」、
204
『
白
氏
文
集
』「
衰
」、
93
『
万
葉
集
』「
い
こ
し
て
う
ゑ
し
」、

93
『
拾
遺
集
』・『
拾
遺
抄
』「
ね
こ
し
て
う
ゑ
し
」。

（
29
）
久
松
切
、「
闌𨷻
」。

（
30
）
当
該
箇
所
に
つ
き
、
雲
紙
本
で
は
削
消
さ
れ
て
い
る
た
め
不
明
。
削
消
さ
れ
た
上
か
ら
別
人
の
手
に
よ
り
「
娘
」
と
補
訂
さ
れ
て
い
る
。
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（
31
）
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
73
﹇
昭
和
40
年  

岩
波
書
店
﹈
100
頁

（
32
）
柿
村
重
松
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
考
證
』﹇
昭
和
48
年  

藝
林
舎
﹈
巻
上 

200
頁

（
33
）
前
掲
（
注
31
）
に
同
。
125
頁

（
34
）
大
曽
根
章
介
・
堀
内
秀
晃
両
氏
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
61
﹇
平
成
5
年  

新
潮
社
﹈
118
頁

（
35
）
三
木
雅
博
氏
著
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』﹇
平
成
7
年  

勉
誠
社
﹈
179
頁
・
柳
瀨
喜
代
志
氏
「
和
漢
朗
詠
集
異
文
考
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
和
漢
比

較
文
学
叢
書
』
第
四
巻
﹇
平
成
5
年  

汲
古
書
院
﹈
所
収
）

（
36
）
210
「
晩
」
と
「
暁
」
と
は
行
草
体
が
類
似
し
て
お
り
、
ま
た
、
417
・
530
を
除
く
そ
の
他
（
128
・
159
・
233
・
308
・
310
・
785
等
）
に
お
い
て
も
当
該
文
字
（
漢
字
）

中
の
一
部
分
が
両
本
で
は
共
通
す
る
。

（
37
）
本
節
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
諸
伝
本
中
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
両
本
に
の
み
確
認
さ
れ
た
事
象
に
は
、
形
態
面
に
お
い
て
は
、
Ａ
．
322
が
無
い
と
い
う

こ
と
、
Ｂ
．
巻
上
・「
春
」
巻
末
の
三
詩
歌
群
が
「
藤
」・「
躑
躅
」・「
款
冬
」
の
順
で
あ
る
こ
と
、
Ｃ
．
308
・
309
の
順
で
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
個
々
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
伊
予
切
・
粘
葉
本
の
本
文
の
う
ち
、
④
・
⑨
・
⑩
・
⑬
は
解
釈
に
深
く
関
わ
る
。
前

者
の
形
態
面
に
関
す
る
三
か
所
、
及
び
後
者
の
個
々
の
本
文
に
関
す
る
四
か
所
に
つ
い
て
、
後
代
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
書
写
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
伊

予
切
・
粘
葉
本
と
同
要
素
を
有
す
る
の
は
一
本
（
一
か
所
）
の
み
で
あ
っ
た
（
一
本
の
み
が
「
Ｃ
．
308
・
309
の
順
」
で
あ
っ
た
）。
な
お
、
鈴
木
健
一
氏
「『
和

漢
朗
詠
集
』
版
本
考
」（『
汲
古
』
第
12
号
﹇
昭
和
62
年
12
月
﹈）
で
は
諸
版
本
の
形
態
面
に
関
す
る
調
査
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
前
述
し
た
形

態
面
「
Ａ
．」・「
Ｂ
．」・「
Ｃ
．」
に
つ
い
て
、
伊
予
切
・
粘
葉
本
と
同
要
素
を
有
す
る
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
38
）
本
書
（
第
二
章 

第
二
節
）
中
、
指
摘
し
た
通
り
、
両
本
間
の
書
・
用
字
に
は
共
通
性
が
見
出
さ
れ
、
書
写
上
の
型
（
書
写
者
が
規
範
と
し
た
字
形
）
が
存

し
て
い
た
か
と
推
測
す
る
（
仮
に
、
両
本
が
別
人
の
手
に
な
る
場
合
は
、
書
写
者
自
身
に
よ
り
規
範
と
し
た
字
形
を
写
し
取
っ
て
い
る
か
の
ご
と
く
感
じ

ら
れ
る
箇
所
も
存
し
て
い
た
）。

（
39
）
安
東
聖
空
氏
著
『
か
な
古
筆
美
の
研
究
・
御
物
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
篇
』﹇
昭
和
60
年  

同
朋
舎
﹈
14
・
18
頁
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（
40
）
拙
稿
「
伊
予
切
の
書 

―
粘
葉
本
と
の
関
係
― 

（
一
）
」・「
伊
予
切
の
書 

―
粘
葉
本
と
の
関
係
― 

（
二
）
」（
本
書
〈
第
二
章 

第
二
・
三
節
〉
所
収
）

﹇
謝
辞
﹈

前
掲
（
注
37
）
に
お
け
る
後
代
の
諸
伝
本
に
関
す
る
項
目
は
、
平
成
十
年
度
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
い
て
リ
サ
ー
チ 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
近
年
、
再
調
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
貴
重
な
機
会
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
末
文
な
が
ら

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




